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　3月／E］＼牧水公園ふるさとの家のホールで第2回の町子

連創作大会が開催されました。

　当日は、親子合わぜて106人の参加者が講師に友清国夫さん

を迎え陶芸を行ないました。子どもたちは］一ヒーカッブや

皿などを作り上げていました。

小鳥より さらに身がろく　うつくしく

　かなしく春の木の間ゆく君
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平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
に
比
べ
四
・
八

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
は

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
と
い
う
特
別

な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
除
い
た

内
容
で
は
一
〇
・
一
％
の
実
質
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

三
十
三
団
七
f
万
円
で
す
、

　
ま
ず
、
歳
入
を
構
成
割
合
別
に
見

ま
す
と
、
地
方
交
付
税
が
十
六
億
六

干
百
万
円
（
四
九
二
二
％
）
と
最
も

多
く
、
次
が
県
支
出
金
の
四
億
一
万

三
千
円
二
一
・
几
％
）
、
以
下
町
税

が
二
億
九
千
百
万
九
千
円
〔
八
・
六

％
）
町
田
二
億
八
F
六
十
万
（
八
・

三
％
）
国
庫
支
出
金
二
億
七
百
八
十

二
万
三
千
円
（
六
・
二
％
）
の
順
と

な
り
ま
す
、

　
歳
入
の
調
達
分
類
で
み
ま
す
と
、

町
税
等
の
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の

二
C
・
四
％
で
、
残
り
の
七
几
・
六

％
が
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
と

鎚嬬㏄4腿鑑覗斜鼻斜榊

な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
一
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
見
ま
す

と
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
が
十
三
億
一
千
κ
百
二

十
二
万
二
千
円
（
構
成
割
合
三
九
・

灘婁
穿
¢

壷
．

鳶
幽

レ
オ
フ
ト
ー
ク
の
調
印
式

r

▲改築される鶴野内保育所

C
％
）
、
並
日
通
建
設
事
業
費
等
の
投
資

的
経
費
か
レ
ニ
億
六
薪
二
百
ニ
ー
「
．
八

万
瓦
千
円
（
同
三
し
・
丑
％
）
、
物
件

費
な
ど
の
経
費
は
、
し
億
瓦
干
二
百

四
レ
八
万
瓦
f
「
円
（
同
二
三
・
五
％
）

と
な
り
ま
し
た
．

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
ま
す
と
、
総

務
費
が
ヒ
億
一
干
二
百
四
卜
六
万
乱

千
円
（
構
成
割
合
二
一
二
一
％
｝
、
農

林
水
産
業
費
が
六
億
四
P
症
レ
し
万

二
千
円
〔
同
一
圧
二
δ
2
、
民
生
費

五
億
百
瓦
卜
四
万
八
壬
円
〔
同
一
四
・

九
〇
η
）
、
公
債
費
四
書
八
f
五
百
五
レ

几
万
八
弓
馬
〔
同
一
四
・
四
％
｝
、
」

木
立
、
四
億
四
安
直
六
レ
万
κ
P
円
【

同
＝
二
・
一
％
）
、
教
育
費
二
億
八
下

五
百
八
卜
万
三
r
円
〔
同
八
・
κ
％
｝
、

そ
の
他
三
億
一
．
百
万
「
几
r
円
〔
同
属
・

几
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す

　
平
成
四
年
度
予
算
は
「
高
齢
昔
対

策
一
「
後
継
者
対
策
一
一
定
住
対
策
一

一
生
涯
教
育
対
策
一
を
重
点
施
策
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
．

　
主
な
事
業
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
．

O
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設

二
億
七
百
四
十
瓦
万
六
千
円
）

○
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
（
四
千

百
五
十
万
二
P
円
）

○
在
宅
老
人
介
護
ヘ
ル
パ
ー
事
業

（
二
百
十
四
万
二
f
「
円
）

○
農
林
業
後
継
者
対
策
（
一
f
四
百

三
レ
万
円
）

○
人
づ
く
り
対
策
二
二
下
二
百
万
円
）

O
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設
（
六
下
八

百
十
二
万
．
八
千
円
）

O
鶴
野
内
保
育
園
建
設
（
四
千
七
百

赴
1
．
万
二
舌
円
）

o
牧
水
公
園
整
備
［
一
億
四
モ
四
百

「
几
卜
六
万
H
J

O
牧
水
サ
ミ
ッ
ト
ニ
モ
三
巨
五
卜

万
円
一

〇
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
事
業

射
て
「
瓦
百
万
円
｝

○
東
郷
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入

二
千
四
百
四
ト
し
万
八
千
円
）

○
道
路
網
整
備
二
一
疑
し
千
百
κ
レ

六
凝
し
r
円
）

○
総
合
運
動
公
園
建
設
基
金
（
一
億
円
）

o
林
道
網
整
備
（
林
総
事
業
）

（一

ｭ
四
P
六
百
三
卜
六
露
盤
P
円
）

O
仲
野
原
ほ
場
整
備
事
業
〔
六
P
四

一
1
・
」
一
一
＼
．
J
J

・
r
l
f
i
ノ
ノ
ー
　
｝

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
行
い
働
く
場
の
創
出
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す

・
つこ“、

つ
と報田丁唱成4年4月号

ヒ
ゴ
ビ
受

▲デイ・サービスセンター建設予定地

▲整備が進む牧水公園

会計別予算
額（伸率）算予計△云

3．370，000下・円（△4，8％計会般一

計会別特

473，000千円（△3．1％）
国民健康保険事業

特別会計
553，100・千円（0．0％老人保健特別会計

76．314千円（52．3％
簡易水道：事業

特　別　会　計

282．430千円（3．1％
国民健康保険病院

事　業　会　計

　歳入の財源構成
繰入金133，516〔4．0％）

依

存
．

地方交付税
1，66㌧000

　（49．3％）

一一

`

働　〆
／

源

財産収入
85，092

（2．5％）

　　　　　　自
　　　　主

　　　　　　町税
　　　　　　29し009

源　　　　　（8．6％

S，。他

δ　　179046

　　　　〔5．3％）

／他交簾0暁騙

1国庫支出金
1

1　207，823

　1（巳2％

　　　　町債
　　　280，600

　　　（8．3％）

県支出金
400，013

　　　　1（Il．9％）　　旨

　　　　　

一＼（79．6％）

歳出の性質別構成
災害復旧事業費
7，961（0　2％）

　　　投 義

務

的

人件費
　718，610

　　　（2L3％）

経

！扶助費
039（3．3％）

普通建設事業費

1毒瀦∠
雫
二

費
蜜
歯

公債費
485，573

（r4．4％

1■Ollll

資

的

建獣難

題経費

號麓
（7．2％）

砂

経
　
費

急
聡

歳出の目的別構成

総務費
　　712465

　　（212％

農林水産業費
640，572

　（19．0％）

輪
　ll

／　　　その他
　　　302，009

　　　（89％教育費
285β03

＼（8．5％）

土木費
441605

　　（13．1％

民生費
501948

（14．9％

公債費
485，598

　　（14．4％

／　
／
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3
月
1
1
日
、
鶴
野
内
大
工
野
地
区

で
近
代
的
な
稚
蚕
飼
育
所
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
三
年
度
農
業

構
造
改
善
事
業
と
い
う
国
の
補
助
事

業
に
よ
り
、
総
工
費
几
千
八
百
万
円

を
か
け
て
、
日
向
市
、
東
郷
町
、
西

郷
村
、
北
郷
村
の
一
調
一
町
二
村
で

利
用
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
こ
の
施
設
の
正
式
名
称
は
「
稚

蚕
人
工
飼
料
云
目
士
褒
施
孔
醸
一
と
い
い
、

養
蚕
農
家
に
配
蚕
す
る
ま
で
の
稚
蚕

を
育
養
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施

設
で
す
．
．

　
今
ま
で
の
穣
蚕
飼
育
方
法
は
桑
葉

の
み
に
よ
る
飼
育
で
し
た
か
、
新
し

い
施
設
に
お
け
る
飼
育
方
法
は
、
人

工
飼
料
と
い
’
．
て
色
々
な
成
分
が
混

合
さ
れ
た
ヨ
ー
カ
ン
状
の
固
形
物
を

粉
砕
し
げ
、
与
え
る
と
い
う
も
の
で
す

　
こ
の
人
工
飼
料
に
よ
る
稚
蚕
飼
育

は
、
今
ま
で
の
桑
葉
に
よ
る
飼
育
よ

り
、
そ
の
飼
育
期
間
が
多
少
長
く
な

り
ま
す
が
、
そ
の
分
養
蚕
農
家
で
の

飼
育
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
養

蚕
農
家
に
と
r
．
て
は
労
働
力
の
省
力

化
に
つ
な
が
り
、
養
蚕
農
家
の
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
の

解
消
や
、
桑
葉
に
対
す
る

晩
由
相
、
降
灰
と
い
っ
た
々
夙

象
災
害
等
の
心
配
も
軽
減

さ
れ
、
さ
ら
に
作
柄
も
安

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
養

蚕
農
家
の
安
定
経
営
に
希

望
が
も
て
そ
う
で
す
、

　
配
年
率
の
飼
育
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
桑
弓

に
よ
る
飼
育
と
な
り
ま
す

が
、
今
ま
で
三
週
間
か
ら

四
週
間
か
か
／
．
て
い
た
飼

育
期
間
が
、
人
工
飼
育
に

よ
り
一
週
間
か
ら
二
週
間

の
飼
育
に
短
縮
さ
れ
る
た

め
、
飼
育
技
術
の
修
得
に

よ
っ
て
は
、
ま
さ
に
】
蚕

期
一
週
間
養
蚕
も
夢
で
は
な
く
な
り

そ
う
で
す
．

　
一
期
期
の
飼
育
期
間
が
短
縮
さ
れ

る
こ
と
で
今
後
は
桑
園
の
優
良
品
種

の
導
入
、
並
び
に
飼
育
施
設
の
環
境

整
備
に
よ
る
繭
質
改
善
を
図
り
な
が

ら
、
優
良
繭
生
産
に
つ
と
め
る
こ
と

が
必
要
で
す

　
糸
価
の
低
迷
か
ら
全
国
的
に
生
産

農
家
の
滅
少
が
み
ら
れ
る
現
在
、
低

コ
ス
ト
養
蚕
に
よ
る
安
定
経
営
を
目

指
し
な
が
ら
、
生
産
農
家
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
さ
ら
に
新
規
生
産

者
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
伝
統
産
業

と
し
て
規
模
拡
大
を
図
る
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

．
3
　
．
　
．
．
一
一
．
一
一
一
一
一
一
．
』
＝
』
＝
－
．
』
噸

動
勃
②
翁
勤

福
田
製
材

　
　
　
有
限
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
r
一
五
六
六
番

地
五

　
　
　
容
（
6
9
）
2
0
5
4

o
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
二
重
七
年
福
田
製
材
所
と
し

て
創
業
．
昭
和
六
戸
二
年
八
月
一
日

福
田
製
材
有
限
会
社
を
設
立
し
ま
し

た
。o

現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
十
八
名
（
男
十
一
名
・
女
七
名
）

で
す
。

　
o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

一
　
化
粧
柾
板
、
蒲
鉾
板
の
専
門
工
場

　
　
　
　
　
　
ニ
ゴ
よ

ド
で
、
原
材
料
は
権
の
木
を
用
い
て
い

・
ま
す
。

門
　
作
業
は
、
製
材
し
た
も
の
を
乾
燥

　
さ
せ
加
工
（
選
別
）
を
行
い
、
出
荷

　
を
す
る
工
程
で
す
一

　
O
会
社
の
特
徴
は
？

一
　
昭
和
二
十
七
年
に
丸
鋸
移
動
製
材

．
で
開
業
し
、
昭
和
四
十
二
年
現
在
地

　
に
帯
鋸
盤
を
設
置
し
て
一
般
建
築
材
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

賃
挽
工
場
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年

四
月
に
蒲
鉾
板
に
取
り
組
み
、
現
在
・

化
粧
型
板
と
蒲
鉾
板
を
専
門
に
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
生
産
量
は
、
月
に
三
五
C
m
の
原
U

木
を
加
工
し
化
粧
板
五
万
枚
、
蒲
鉾

板
百
三
十
万
枚
で
、
主
に
東
京
、
静

岡
、
広
島
、
島
根
、
下
関
、
佐
賀
、

熊
本
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
工
場
内
の
合
理
化
に
力
を

入
れ
生
産
向
ト
に
努
め
て
い
き
た
い

と
二
心
い
ま
す
。

O
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
現
在
、
男
子
・
女
子
従
業
員
募
集

中
で
す
。目

竃
釜
．
「

頃
、
・

4

訟罵
，

4
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▼木材流通の基幹施設として
　2月25日、田野地区木材加工団地の一画に完成

した県森林組合連合会東郷林産物流通センターで
落成式が行われました．

　この流通センターは、全国でも最大規模の貯木
場で、落成式には県知事をはじめ約600名の林業関

係者が参加しました．
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　結果は次のとおりです。

こ男子の部〕　優勝寺迫Aチーム　2位寺迫Bチーム

〔女子の部〕　優勝寺迫Dチーム　2位八重原チーム

　　　▼健康について考える
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生を迎え、健康で長生き講演が開かれました。

　参加者は、成人病予防などの話を熱心に耳を傾
けていました．
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ら
・
な
い
と
ノ
紙

か
酒
ま
す
別
の
病
院
を
受
診
し
、
し

か
も
前
日
の
一
．
墨
黒
に
つ
い
て
医
者
に

7口

墲
ﾈ
か
．
’
．
た
り
す
る
と
そ
の
医
書

は
ま
た
別
の
薬
を
出
す
の
て
す
　
明

り
か
に
三
日
よ
り
も
亜
」
く
な
∫
．
て
い

る
と
か
、
く
．
、
た
り
し
て
き
た
り
す

る
と
き
は
す
く
に
も
，
　
度
診
て
も

ら
つ
こ
と
か
大
切
て
す
カ
、
変
化
か

鉦、

ｯ
乱
は
様
．
」
を
み
る
こ
と
も
大
切

て
す

　
次
に
考
え
る
こ
と
は
、
執
を
ト
け

る
へ
き
か
と
い
っ
こ
と
て
す
　
感
染

劫
の
発
執
は
体
か
体
温
を
一
け
て
循

環
、
代
謝
を
活
発
に
し
て
体
の
中
の

戦
開
隊
員
を
動
員
し
よ
っ
と
す
る
k

応
な
の
て
す
か
り
、
執
を
ト
け
る
と

戦
闘
力
か
落
ち
な
い
か
と
い
つ
ゑ
朴

な
疑
問
も
残
り
ま
す
　
現
在
ま
て
の

と
こ
ろ
数
を
↑
け
る
こ
と
て
、
殖
状

か
曹
化
す
る
と
い
つ
報
粘
は
恥
い
よ

，
て
す
し
、
灘
吊
な
高
執
て
あ
れ
は

発
d
目
甲
も
多
く
な
り
、
時
に
食
歓
の

断
ち
た
．
一
と
も
の
場
合
に
は
脱
水
を

助
長
し
ま
す
か
ら
ト
け
て
あ
け
て
も

い
い
て
す
か
、
発
軌
は
体
の
防
御
反

応
て
す
か
り
顛
た
け
て
取
り
乱
す
9

要
は
あ
り
ま
せ
ん
昌
に
小
児
の
場

八
口
に
は
解
執
鋤
痛
剤
の
副
臼
用
も
心

配
て
す
の
て
、
む
や
み
に
使
つ
こ
と

は
憤
む
へ
ぎ
ン
、
し
，
つ
　
失
際
に
は
、

数
か
あ
る
と
．
」
と
も
刀
く
’
．
た
り
と

す
る
こ
と
力
多
く
、
解
執
剤
て
執
を

ト
け
る
と
結
橘
王
気
か
出
て
食
欲
力

て
る
こ
と
か
多
い
て
」
9
か
り
、
外
末

オ
、
は
薬
を
あ
け
ま
す
か
、
決
し
て
執

た
け
て
ち
わ
て
る
匠
要
は
あ
り
ま
せ
ん

交
通
違
反
減
少
に
努
力
し
よ
う

　　

@　

�
ﾊ
違
反
点
数
■
覧
表

　
最
後
に
内
き
足
し
ま
す
カ
、
．
一
と

も
ま
人
人
よ
り
体
の
中
・
の
水
分
口
甲
刀

多
い
た
め
脱
水
に
対
し
て
尉
協
に
弱

く
、
哩
に
一
口
え
は
水
分
投
与
て
劇
的

に
良
く
な
り
ま
す
　
占
滴
す
る
た
け

げ
、
良
ノ
＼
’
写
る
こ
と
力
多
い
の
て
露
9

ノ
＼
，
た
り
一
二
、
水
分
も
取
り
な
い
よ

つ
な
と
き
に
は
、
　
一
～
一
日
八
院
す

る
つ
も
り
て
厘
π
て
き
て
く
た
さ
い

い
か
に
も
兆
気
な
お
し
さ
ん
カ
「
先

、
4
、
犯
気
の
て
る
d
射
を
し
て
く
赴

一
一
と
時
々
外
末
に
未
ま
す
か
、
そ

つ
い
つ
人
は
だ
め
て
す
よ

島
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＝
：
≡
田
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＝
＝
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冒
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＝
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；
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＝
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塵
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Ti　1宰取な

反反りい
前の玉人
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碧別　　1
にに　　fI
よよ　　・’1
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　意煮
汁

　
一
ヶ
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・
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ヶ
月
の
ム
h
d

O
な
お
、
謁
↑
ま
た
は
反
則
全
は
違

　
反
の
実
体
に
よ
り
別
に
科
歯
、
・
九
ま

　
す
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交
通
事
故
の
発
生
状
況
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33512・63216・・236二三

二
月
木
早
討
〕

　
　
　
　
　
全
国

　
　
　
死
者

　
　
　
　
　
県
内

一、

q
し
二
人

　
　
一
こ
人
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幾
回

回

「
一

’
∵
．

圃
瀦

←夢
、
’
話

’

一
二

．
桑

‘「

O
。
．
｝

そ
はあ

り
ま
慧
ん
か
？

　
町
観
光
協
会
で
は
『
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
．
、

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
〔
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

三
豊
6
9
－
7
7
2
0
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
二
つ
き

で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四
百
円
で

す
．介

護
ヘ
ル
パ
ー
暮
集

　
町
で
は
平
成
四
年
度
か
ら
、
ね
た

き
り
、
　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

万
々
に
対
し
て
、
身
の
ま
わ
り
の
お

世
話
な
ど
を
行
う
介
護
ヘ
ル
．
パ
ー
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
．
そ

れ
に
伴
い
介
護
ヘ
ル
．
パ
ー
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
3
名

▽
応
募
資
格

・
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
ま
た

　
は
准
看
護
婦
等
の
資
格
を
有
す
る

　
者

・
社
会
福
祉
施
設
等
で
三
年
以
ヒ
の

　
介
護
業
務
に
従
事
し
た
者

・
県
が
実
施
す
る
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会

　
の
修
了
者

・
家
庭
で
介
護
の
経
験
が
あ
り
、
高

　
齢
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
音
心
を
有

　
す
る
者

▽
申
し
込
み
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

▽
締
切
　
　
　
4
月
1
0
日

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉

生
活
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
、

営
造
祭

▽
日
時
　
4
月
1
日
　
1
1
時
～

▽
場
所
　
碩
徳
碑
前

戦
没
者
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
　
正
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺

入
学
式
・
入
園
式

▽
4
月
8
日
　
鶴
野
内
保
育
所

▽
4
月
9
日
　
坪
谷
保
育
所

　
　
　
　
　
寺
迫
幼
稚
園

　
　
　
　
　
中
学
校

▽
4
月
1
0
日
半
小
学
校

▽
4
月
1
1
日
　
東
郷
幼
稚
園

　
　
　
　
　
坪
谷
幼
稚
園

手
話
教
室
生
徒
募
集

　
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
事

業
と
し
て
、
次
の
と
お
り
手
話
教
室

を
開
校
し
ま
す
．
．

▽
募
集
定
員
　
3
0
人

▽
日
時
　
毎
週
火
曜
日
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
期
間
　
4
月
目
ら
半
年
間

▽
申
し
込
み
先
　
福
祉
生
活
課

▽
締
切
　
4
月
1
0
日
（
定
員
に
な
り

　
　
　
　
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。
）

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
．
、

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

⑪
囲
書
自
署
曲

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
企
画
財
政
課

　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
　
一
期

軽
自
動
車
税
　
全
期

息
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
仲
深
の
若
杉
太
さ
ん
か
ら

　
（
君
代
さ
ん
・
5
4
才
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
熊
崎
和
歌
子
さ
ん
か
ら

　
（
野
村
虎
太
さ
ん
・
8
8
才
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
長
渡
茂
一
さ
ん
か
ら

　
（
ク
マ
さ
ん
・
7
9
才
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
寺
原
久
子
さ
ん
か
ら

　
（
光
義
さ
ん
・
6
6
オ
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
草
野
農
夫
男
さ
ん
か
ら

　
（
新
七
さ
ん
・
9
9
才
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
桑
原
訓
子
さ
ん
か
ら

　
（
貞
信
さ
ん
・
5
0
才
ご
逝
去
）

◎
三
瀬
の
塩
月
孝
さ
ん
か
ら

　
（
ト
ミ
さ
ん
・
8
2
才
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
黒
木
ミ
ヤ
r
さ
ん
か
ら

　
（
弘
さ
ん
・
7
6
才
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
石
田
辰
雄
さ
ん
か
ら

　
（
マ
ス
ヱ
さ
ん
・
7
3
才
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
甲
斐
進
さ
ん
か
ら

　
（
彌
吉
さ
ん
・
9
6
オ
ご
逝
去
）

饗
日
華
庚
湊
藤
灘
瀞
凄
蚕
憂
華
楚
藁

睡

よ
㊧
磯

娯
矯
藤
藤
藁
承
藁
藤
藤
虚
藁
憂
肇
嶺

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

鶴
野
内

鈴
木
美
咲
季
敏
　
彦
田
　
野

（
国
保
加
入
の
方
は
、
育
児
手
当
金

　
キ
珪
岨
求
一
）
て
く
だ
さ
い
）

結
　
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IR…鰍…繕卿鼻蜘ト砒劉　；貞．ク光…虎：新吉1ミ；男　エ…弘信　マ　義…太；七

氏
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